
滝呂児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児クラブ 乳幼児 1329 乳幼児 944

小学生 0 小学生 0

中高生 0 中高生 0

大人 1268 大人 904

自由参加型事業 乳幼児 187 乳幼児 116

小学生 3 小学生 0

中高生 中高生 0

大人 161 大人 109

母親クラブの育成と支援 乳幼児 197 乳幼児 144

小学生 0 小学生 29

中高生 0 中高生 0

大人 189 大人 188

乳幼児 1713 乳幼児 1204

小学生 3 小学生 29

中高生 0 中高生 0

大人 1618 大人 1201

小学生クラブ 乳幼児 3 乳幼児 48

小学生 347 小学生 633

中高生 1 中高生 3

大人 2 大人 14

自由参加型事業（小学生） 乳幼児 50 乳幼児 44

小学生 703 小学生 677

中高生 43 中高生 66

大人 23 大人 7

季節事業 乳幼児 10 乳幼児 4

小学生 81 小学生 157

中高生 0 中高生 3

大人 29 大人 12

乳幼児 63 乳幼児 96

小学生 1131 小学生 1467

中高生 44 中高生 72

大人 54 大人 33

33 28

H26
年度

H27
年度

乳
幼
児
と
保
護
者
を

対
象
と
し
た
事
業

1

①

毎月2回程度 50

目標回数：90回程度

乳幼児の親子が様々な
活動に参加できる場を
提供し、育児について
の情報交換や仲間づく
りを進めることにより子
育てを支援する。年齢ご
との集団での親子遊
び、集団遊びを通じて、
楽しむ中で情報を得た
り、仲間づくりをしたりす
ることによって子育てを
支援する。

13

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

　活動時間を事業参加者に口頭調査し、より
参加しやすい時間に変更して事業を実施し
た。利用者の更なる意見として、「他館の事業
との日程の調整をしてほしい」という要望もあ
るため、28年度以降は外部のイベントとも日程
を調整し開催していきたい。

・滝っ子お話会
・親子で遊ぼう
・英語で遊ぼう
・ちゃっぷん水遊び

③

毎月1回程度 12 17 19

　母親クラブ「タイニータット」と連携をとり行事
を行った。活動時に簡易的な託児を行い活動
がしやすいように協力をしたり、児童センター
が間に入って講師を紹介するなど、母親クラブ
の活動がより活性化するよう努めた。

・母親クラブ「タイニータット」

13

78 75

　26年度後期と27年度前期のアンケート結果
をもとに活動内容を調整した。その結果、参加
者の9割以上から「とても楽しかった」という評
価を得た。今後も参加者のニーズに応えた事
業運営を実施したい。

・ベビーズクラブ
・ぴよぴよクラブ
・ちびっこクラブ
・キンダークラブ

②

毎月2回程度 28

児
童
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

毎月2回程度 40

目標回数：100回程度

小学生のクラブを指導
し、自主性や創造性を
育て、協調性を養うとと
もに障がいのある児童
も共に遊ぶことができる
場をつくり相互理解を深
める。 14 14

38

小計 90 128 122

48

　27年度より新規小学生クラブとして「オセロ
将棋クラブ」を立ち上げた。活動曜日を日曜日
にしたことも新しい試みであったが、26年度よ
りクラブ化の準備を進めていたこともあり35名
の登録があり活動した。

・一輪車クラブ
・ボラキッズ
・オセロ将棋クラブ

②

適宜 50 104 79

　来館児童の意見をもとに夏休み・春休みに
卓球大会やバドミントン大会を開催した。ま
た、来館児童に声をかけ、みんなでドッジボー
ルを行った。児童のやりたいことを尊重した事
業運営に努めた。

・遊んじゃおう
・バドミントン大会
・卓球大会

③

適宜 10 8 16

　季節に合わせたクッキングやデイキャンプな
ど、四季を感じることができる事業を行った。
27年度はデイキャンプが非常に人気であった
ため、今後は参加者を増やして活動するなど、
課題もみられた。

・リトルコックさん
・デイキャンプ
・プレゼント作り

小計 100 150 143



滝呂児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

多世代間交流 乳幼児 237 乳幼児 219

小学生 308 小学生 363

中高生 57 中高生 50

大人 1503 大人 1168

乳幼児 237 乳幼児 219

小学生 308 小学生 363

中高生 57 中高生 50

大人 1503 大人 1168

一般対象 乳幼児 398 乳幼児 154

小学生 1071 小学生 525

中高生 67 中高生 44

大人 223 大人 92

乳幼児 398 乳幼児 154

小学生 1071 小学生 525

中高生 67 中高生 44

大人 223 大人 92

子どもボランティア 乳幼児 4 乳幼児 5

小学生 148 小学生 119

中高生 18 中高生 19

大人 0 大人 0

乳幼児 4 乳幼児 5

小学生 148 小学生 119

中高生 18 中高生 19

大人 0 大人 0

多
世
代
間
交
流
事
業

1

①

適宜 12

目標回数：12回程度

行事や児童館まつりな
ど誰でもが参加できる
行事を実施し、地域間
及び多世代間の交流を
深め、子どもが育つ環
境づくりを地域ぐるみで
取り組む。

13 14 19 16

　デイサービスセンターと老人福祉センターを
併設する複合施設である利点を活かし、2施設
の利用者と運動会やサンホームのまつりを通
し、様々な交流事業を開催した。また、施設内
で行う交流事業だけでなく、地域の集会所を借
り老人会と交流する移動児童老人センターも
行い交流した。核家族化が進む中、貴重な多
世代交流体験の場であるため、28年度以降も
これまで以上に企画を増やし、交流事業の充
実化に努めたい。

・サンホーム秋祭り
・サンホーム春祭り
・老人センター交流事業
・デイサービス交流事業

一
般
来
館
者

（
乳
幼
児
か
ら
大

人

）
を
対
象
と
し
た
事
業

1

①

適宜 50

目標回数：50回程度

乳幼児から大人まで参加者
を限定しない、日頃、誰でも
が参加できる遊びや行事を
実施し、初めての人の来館・
参加を促すとともに、参加者
相互の交流を深める。

14 12 203

小計 12 19 16

100

　来館した乳幼児親子から小学生・中学生の
児童まで誰でも気軽に参加ができる事業を
行った。親子で脳トレクイズに挑戦したり、世代
を問わず楽しめる映画会など、様々な企画を
開催した。26年度の来館者の意見をもとに始
まった「エアートランポリン」は、27年度も継続
して行う人気事業となった。

・トランポリン
・エアートランポリン
・映画会
・おもちゃ病院
・脳トレ

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業
の
実
施

1

①

適宜 12

目標回数：12回程度

児童館内でボランティア
活動の場を設定し、地
域の子どもたちが、それ
ぞれの地域で活動でき
るよう人材育成を進め
る。

13 12 37

小計 50 203 100

47

　来館児童が取り組みやすい館内の季節の装
飾品作りや、図書室や周辺の公園の清掃など
行った。ボランティアであるため、強制的に行う
ことはできないが、声をかけると積極的に手
伝ってくれる児童が多かった。28年度以降も、
児童が積極的に取り組める内容のボランティ
ア活動を増やして活動したい。

・子どもボランティア

小計 12 37 47



滝呂児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

ボランティアの育成 乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 0

中高生 38 中高生 27

大人 大人 0

次世代育成 乳幼児 乳幼児 0

小学生 小学生 0

中高生 15 中高生 15

大人 大人 0

乳幼児 0 乳幼児 0

小学生 0 小学生 0

中高生 53 中高生 42

大人 0 大人 0

相談 乳幼児 34 乳幼児 7

小学生 2 小学生 0

中高生 0 中高生 1

大人 35 大人 10

乳幼児 34 乳幼児 7

小学生 2 小学生 0

中高生 0 中高生 1

大人 35 大人 10

中
高
生
事
業

1

目標回数：6回程度

中高生等が乳幼児と接
する機会を持てるように
するなど、次世代の子
育て支援につなげていく
ため、地域に応じた事
業の実施及び中高生等
の居場所の確保に取り
組む。

11 11

②

中学校の
長期休暇に
合わせて
実施

3 11 7

　多治見中学校の「輝き隊」に協力を依頼し、
夏期休暇中のボランティア体験の場を提供し
た。小学生時代に、児童センターを利用してい
た子がボランティアをしてくれるような繋がりが
見られた。今後も中学生が積極的に来られる
ような運営をしていきたい。

・多治見中学校「輝き隊」

③

夏期 3 4 4

　乳幼児とふれあう企画として毎年設けている
事業である。保育士を将来の夢として抱きボラ
ンティアに参加する中学生もいた。今後も、将
来に向けた一端を担えるような事業を増やして
いきたい。

・ちゃっぷん水遊び補助

子
育
て
相
談
事
業
と
子
育
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く

り
の
推
進

1

①

随時 10

目標回数：10回程度

気軽に相談できる場や
関係機関への相談窓口
として相談を受ける。イ
ンターネットによる相談
受付や専門員による相
談の場を設定する。母
子保健推進員・主任児
童委員・保健センター・
子育て支援センターと
の連携を図る。

10 12 24

小計 6 15 11

10

　27年度には乳児の言葉の遅れなど発達に関
する相談や、小学生の言葉遣いなど生活に関
する相談があった。また、高校生の来館者が
進路に関する相談をしにくることもあり、乳幼
児親子だけでなく幅広く相談を受け付ける窓
口としてアピールできる結果を得られた。

・相談事業

小計 10 24 10



滝呂児童センター　事業評価表

回数 ねらい 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

H26
年度

H27
年度

平成26年度の実施状況 平成27年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題
分析、自己評価

項目
区
分

具体的内容 実施日
目標・ねらい

年度評価

地域交流 乳幼児 173 乳幼児 174

小学生 82 小学生 162

中高生 4 中高生 2

大人 161 大人 166

児童館相互の交流 乳幼児 143 乳幼児 77

小学生 261 小学生 325

中高生 8 中高生 3

大人 271 大人 198

イクメン支援事業 乳幼児 16 乳幼児 35

小学生 77 小学生 69

中高生 3 中高生 3

大人 102 大人 97

乳幼児 332 乳幼児 286

小学生 420 小学生 556

中高生 15 中高生 8

大人 534 大人 461

自主　事業 乳幼児 184 乳幼児 140

小学生 63 小学生 123

中高生 47 中高生 27

大人 226 大人 198

乳幼児 184 乳幼児 140

小学生 63 小学生 123

中高生 47 中高生 27

大人 226 大人 198

地
域
の
特
性
と
活
か
し
た
事
業

1

①

毎月1回程度 4

目標回数：12回程度

児童館児童センターが
所在している地域の特
性を活かした事業を実
施すること。

13 13

10 15

　26年度に「毎月1回は移動児童センターを
行ってほしい」という意見が多く聞かれたため、
平成27年度より毎月1回以上開催するように
変更した。利用者の評判も高く、ニーズも高
まってきているため、28年度はより回数を増や
して実施したい。

・移動児童センター
・さくらまつり
・笠原ふれあい福祉まつり

②

随時 4 35 27

　毎月内容を決めて「体力チャレンジ」を行い、
来館児童で競っている。一年に2回、社協が運
営する児童センター全館の競争もあり楽しみ
にしている児童も多かった。一人でも楽しめる
企画であり好評なため、今後も継続して実施し
ていく。

・体力チャレンジ番付
・子どもスタッフ祭り
・楽しいクリスマス会
・一輪車交流会

③

適宜 4 5 5

　イクメン支援事業は「ファミリー支援事業」に
名称が変更した。父親が参加しやすい企画と
して屋外での活動を行った。イベント後に、家
族全員で児童センターに遊びに来るなど、一
定の成果がみられた。

・星を観る会
・ファミリーデイキャンプ
・親子ガサガサ探検
・親子工作

.

自
主
事
業

（
あ
れ
ば
記
入
し
て
く
だ

さ
い

）

2

①

毎月1回程度 13 12 14

小計 12 50 47

13

　毎月1回「障がい児サロン」を、支援を必要と
する家庭の保護者と連携し開催している。保
護者同士が交流できる場としても機能してお
り、参加者からも好評である。また、児童デイ
サービスなどからも問い合わせがあり、注目度
が上がっている。28年度以降も継続して開催
していきたい。

・YYスマイル障がい児サロン
・マジックショー

小計 0 14 13


